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あらまし：本研究では，英文読解の学習支援としてキットビルド方式に基づいて概念マップを構築・変換・

比較できる演習環境を提案する．英文読解において，学習者は英文の意味を表す心的表象を構築し，それ

を変換・比較することで英文内容の理解の確認を行う．そのような心的表象の構築・変換・比較をキット

ビルド方式に基づく概念マップの操作と対応させることで，英文読解学習を支援する． 
キーワード：テキストの学習，表象，英文読解支援，キットビルド概念マップ 

 
1. はじめに 
学習者は問題文と本文の意味を表す心的表象をそ

れぞれ構築し，表象の変換と比較により英文読解問

題への解答を行う．本研究では，英文読解時の表象

操作に着目して，英文読解問題の学習支援としてキ

ットビルド概念マップを用いて表象の構築・変換・

比較を可能とする演習環境の設計を行う． 

2. 研究背景 
2.1 文章読解と学習 

文章読解を学習の観点で見ると，「テキストの学習」

と「テキストからの学習」の 2種類が存在すると言
われている(1)．前者は，学習者が文章内に記述され

ている情報を整理できている状態を指し，後者は文

章内の記述情報とその学習者の既有知識を組み合わ

せて整理している状態を指す(2)． 
例えば，令和 5 年度全国学力・学習状況調査中学
校英語の分析より，英文読解における文章内の情報

の理解，すなわち「テキストの学習」に困難がある

学習者が存在することが確認されている(3)．  
認知心理学において，文章読解とは読者が文章の

意味を表す表象を心的に構築し，それを記憶してい

くことであると言われており(4)，逐語的表象，命題

的テキストベース，状況モデルという 3つの表象が
順に構築される(2)．逐語的表象とは文章中の単語や

文章の意味そのものを表す表象のことである．逐語

的表象が意味情報により命題としてまとめられたも

のを命題的テキストベースと呼び，これにより文章

内に記述されている情報が整理される．また，命題

的テキストベースに既有知識を統合したものを状況

モデルと言い，推論などの発展的な活動に使われる． 
「テキストの学習」は文章内に記述されている情

報を整理することであり，命題的テキストベースを

構築することが目標となる一方，「テキストからの学

習」では既有知識も統合した整理を行うため，状況

モデルを構築することが目標となるといえる(2)．  
また，英文読解では，学習者の理解を確認する問

題として選択肢の中から文章の内容に合ったものな

どを選択させる英文読解問題が一般的に利用され，

TOEICや英検，大学入試共通テストなどにも導入が
されている．このような問題の解答において，学習

者は「テキストの学習」を行い，文章と問題文の内

容を整理し，それに基づいて解答を作る．これを心

的表象の観点から解釈すると，文章と問いに関して

心的表象を構築し，それを比較して整合する部分を

見つけることと言える． 

2.2 キットビルド概念マップ 

心的表象を表現するものとして概念マップがある．

これは，意味構造を示した図的表現であり，概念を

表す 2つ以上のノードと概念の関係性を表すリンク
で構成される命題の集合によって構成される(5)．概

念マップの構築により学習者は知識や理解を命題の

ネットワーク構造として外化しており，これは学習

者の心的表象を反映しているものであると言える． 
キットビルド概念マップとは概念マップの一種で

ある．このマップは，まず教授者が事前に学習内容

に沿ったマップを作成する．そして，マップをノー

ドとリンクへ分解して学習者へ提供し，学習者はこ

れを使用してマップを再構成する．キットビルド概

念マップの構築により，学習内容の理解や知識獲得，

またマップの即時的な評価が可能となる(6)． 
キットビルド概念マップは命題的テキストベース

の構築を支援するシステムとして，読解力に対する

学習効果が認められている(7)．そのため，本研究で
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は表象の構築・変換・比較支援のツールとしてキッ

トビルド概念マップを使用する． 

 
図 1 キットビルド概念マップの例 

3. キットビルド概念マップによる表象比較
演習 

本研究では，キットビルド概念マップにより文章

と問題の内容に関する心的表象をそれぞれ概念マッ

プとして表現し，それらを比較することで英文読解

問題の解き方を学習する環境を構築することを目指

す．そのために，構築した概念マップを比較する方

法をキットビルド方式で提案する． 

3.1 概念マップ操作に基づく英文読解問題の分類 

本研究では，演習環境で扱う問題を概念マップの

操作に基づいて，主に 1. 問題文と本文中の文章がほ
ぼ一致している問題，2. 本文中の文章の一部が変換
されて問われている問題，に分類した．1 は，問題
文のマップ（問題マップ）および解答の根拠となる

文章のマップ（根拠）を構築するだけでマップ同士

の比較が可能な形となっているものを指す．2 は，
マップの比較を行うには問題マップもしくは根拠マ

ップの変換を行う必要があるものを指す．  

3.2 表象構築・変換・比較演習 

本研究では，表象の構築・変換・比較をキットビ

ルド概念マップの操作と対応させることで，表象の

比較演習を行う．まず，あらかじめ用意されたノー

ドとリンクから問題マップと根拠マップをそれぞれ

構築する．次にこの 2 つを比較し，2 つの比較がマ
ップの構造の違い等により困難である場合比較可能

な形になるようマップの変換を行う．最後に 2つの
マップを比較することで問題への解答を実現する． 
図 2〜4は，概念マップの一部を変換する例を示し
ている．図 2の段階では，問題マップ（図 2左）と
根拠マップ（図 2右）の構造が異なり，問題マップ
と根拠マップが直接的に対応しない．そこで，ここ

では根拠マップを変換することによって比較して一

致するかを確認することとする．図 3は，根拠マッ
プの変換を示している．根拠マップのパーツを使い，

問題マップと同じ構造のマップを作成する．ここで

は，the kitchenは the restaurantのものなので，works
の inリンクは the kitchenではなく the restaurantに結
びつけても元の意味とは矛盾しない．また，ここで

比較したいのは works の subject リンクおよび in リ
ンクの先なので，asリンクと a chefは必要ない．こ
のようにして，図 3の一番右のように根拠マップを
変換できる．最後に，図 4に示すように問題マップ
と変換した根拠マップを比較すると全てのノードと

リンクが一致するので，問題マップと変換前の根拠

マップが同一の内容を示していることが分かり，問

題文と根拠となる文が一致していることが示される． 

 
図 2 問題マップと変換前の根拠マップの比較 

 
図 3 根拠マップの変換 

 
図 4 問題マップと変換後の根拠マップの比較 

4. まとめ 
英文読解問題への解答を表象の操作に着目して，

キットビルド概念マップを用いた表象比較演習環境

の設計を行った．今後の課題として，システム内に

マップ変換等の機能追加，演習環境を利用した実証

実験の実施，結果の分析などが挙げられる． 
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